る。 それが ために、 その 人物に 独自の 個性 を 与えん と 

する。 この 個性 は、 作者が 勝手に 手 を 触る る こと を 得 

ない ものである。 作者 は、 その 人物が 狂人なら ば あく 

まで も 狂人たら しめ、 賢者なら ば あくまでも 賢者たら 

しめんと する。 即ち 狂人と して 描き、 賢者と して 描く。 

この 時 作者 は、 作 中 人物に なりきる と 云っても いい。 

かかる 働き を 「描出の 働き」 と、 かりに 私 は 名 づけた 

い。 そして、 この 描出の 働きの 結果が、 即ち 作品の 「書 

かれた る 内容」 となる。 之 を 具体的 内容と 云っても い 

ヽ o 

レ 

作者 はまた 一方に、 絶えず 作 中 人物 を 見守って ゆく。 



文 もしくは 批評 文と なる 恐れが ある。 芸術品に 最も 忌 

む もの は、 具体的 表現 を 取って いない 文字で ある。 二 

人称 もしくは 自叙伝 的 作品に 於ても、 之 は 真実で ある。 

なぜなら、 それが 一 個の 創作で ある 限り は、 作者と 作 

中 人物との 区別 ははつ きり 生ずる から。) こういう 批 

判 は、 厳密に 云えば、 行と 行との 間に、 もしくは 作品 

の 底に、 暗示 さるべき ものである。 それ故に、 作品の 

「書かれざる 内容」 は、 之 を 暗示 的 内容と 云っても いい。 

一 の 作品の、 具体的 内容と 暗示 的 内容と を 弁別す る 

の は、 最も 困難な ことで ある。 低級な 作品に 於て は、 

本来より して 両者の 区別が ないし、 また 優れたる 作品 



のみ を 問題と する の 危険 を認 むる ことに 於て は、 私 は 

人後に おちない つもりで ある。 然し 一般に 技巧の 進歩 

を 来した 吾が 文壇 は、 進歩の 余り 一 の 扉に ぶっかって 

る 吾が 文壇 は、 具体的 内容 を 問題と しても いい 位の 境 

地にまで、 迪 りついて るので あると 私 は 思う。 特に 大 

家 連に 於て 然り である。 

表現の 技巧が 或る 程度に 進歩す る 時、 それから 先の 

作品の 価値 は 内容の 深浅に よって 定まる。 A の 事件 も 

しく は 人物 は、 如何によ く 描写され ようと も、 要する 

に A の 事件 もしくは 人物で ある。 B の 事件 もしくは 人 

物に ついても 同様で ある。 そして 意義 的 価値に 於て B 



が A よりも 優る 時には、 B を 内容と する 作品が A を 内 

容 とする 作品に 優る こと は 自明の理 である。 勿論 A を 

内容と する 作品 を 書く も、 B を 内容と する 作品 を 書く 

も、 それ は 作者の 自由で ある。 然しながら、 独立した 

作品と しての 見地に 立つ 時、 また 評者 もしくは 読者と 

しての 見地に 立つ 時、 B 内容の 作品 は A 内容の 作品の 

上に 位する。 そして、 真に 自覚 ある 作者なら ば、 なる 

ベく 上位の —— 有意義な —— 作品 を 書かん とする 位の 

精進 は、 有する 害で あり、 有すべき である。 かくて、 

作品の 具体的 内容が 問題と なり、 具体的 内容の 進歩が 

企図され る 時、 文壇 は 行 きづ まると いう こと を 知らず 



れる。 そして 彼が、 かかる 象徴と しての 事物 人物、 も 

しく は 現象 を 描く 時には、 それに 芸術的 表現 を 与える 

時には、 彼の 眼が 見た 暗示 的 内容 は 具体的 内容と なつ 

てし まう。 これ を 私 はかりに、 現 化 (インカ— ネ— ショ 

ン) と 名 づけたい。 暗示 的 内容が 具体的 内容と して 現 

われる と 前に 云った の は、 即ち この 現 化の 謂で ある。 

芸術品の 本質的な 価値 は、 この 現 化の 多少に よって 

定まる。 (云う 意味が、 象徴主義の 芸術 を 主張す るの 

でない こと は、 行き方に 於て は その 反対で さえ も ある 

場合が ある こと は、 現 化の 意義に よ つ て 分る と 思う。) 

この 現 化された る もの こそ、 作品の 熱で あり 力で ぁリ 



気魄で あり 魂で ある。 そして この 現 化の 領域 を 拡げる 

ことが、 芸術家と しての 第一 義 的の 努力で あらねば な 

らぬ。 

かかる 努力 を 刺戟す る もの は、 作品の 具体的 内容で 

ある。 芸術 上の 現 化 (インカ ー ネ— シ ヨン) は、 表現 

の 技巧と 啓示 的 内容と より 来る もので は ある けれども、 

技巧 論 は 単なる 描写 をのみ 対象と しがち であり、 暗示 

的 内容 論 は 単に 作者の 眼 をのみ 対象と しがち である。 

表現の 技巧と 作の 暗示 的 内容と が 切り離される 所に は、 

現 化 は 決して 起り 得ない。 深い 意味に 於け る 具体的 内 

容が 問題と なる 時、 初めて、 作の 魂た る 現 化が 問題の 
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